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Abstract
The changes of our food enviromennt force nursery school teachers to push ahead with shokuiku（to
teach children about a healthy diet）. But the students who study to be a nursery school teachers don’t have
a good knowledge and highry skilled to practice shokuiku .
Then, asking２５２students to answer a questionnaire on eating habits such as ‘to help at home’, ‘how to
have been trained as a child’ and ‘how to guide tthe children in shokuiku’ inorder to find out the problems.
As a result,（１）all ６ items show the percentage of those who cook at home and help in preoearring
meals is low.（２）Many of these１３ items show there is a significant difference between ‘experiences of
having been taught as a child’ and ‘to think it important as home discipline’.
So, the results certify the students have little experience in practing food habits for pushing ahead with
shokuiku at a nursery school and make the children cultivate good eating habits. Therfore it is necesary
making the students highly skilled in eating habits as well as improving their knowledge in classes such as
exercises , practice in cooking for children.
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１年生 ２年生 合 計
性別 男 ５（ ３．８） ７（ ５．８） １２（ ４．４）
女 １２７（９６．２） １１３（９４．２） ２４０（９５．６）
年齢 １８歳 ４７（３５．６） ０（ ０．０） ４７（１８．７）
１９ ８２（６２．１） ４０（３３．３） １２２（４８．４）
２０以上 ３（ ２．３） ８０（６６．７） ８３（３２．９）
住居形態 自宅 １２７（９６．２） １０９（９０．８） ２３６（９３．６）
下宿 ５（ ３．８） １１（ ９．２） １６（ ６．４）
通学時間 １ hr．以内 ７６（５７．７） ７４（６１．７） １５０（５９．５）
１ hr．以上 ５６（４２．３） ４６（３８．３） １０２（４０．５）
居住地域 住宅地 ９８（７４．２） ７３（６０．８） １７１（６７．８）
農村 ２８（２１．２） ３３（２７．５） ６１（２４．２）
漁村 １（ ０．８） ６（ ５．０） ７（ ２．８）
商店街 ２（ １．５） ５（ ４．２） ７（ ２．８）
他 ３（ ２．３） ３（ ２．５） ６（ ２．４）
家族数 １人 ０（ ０．０） ０（ ０．０） ０（ ０．０）
２ １（ ０．８） ４（ ３．３） ５（ ２．０）
３ １０（ ７．６） １１（ ９．２） ２１（ ８．３）
４ ４５（３４．１） ３７（３０．８） ８２（３２．５）
５ ３７（２８．０） ３９（３２．５） ７６（３０．２）
６人以上 ３８（２９．５） ２９（２４．２） ６８（２７．０）
合 計 １３２（１００．０） １２０（１００．０） ２５２（１００．０）
表１ 対象者とその属性 人数（％）




















項 目 ほぼ毎日 週１，２回 月に１，２回程度 手伝わない
食材の買い物 １０（ ４．０） ７６（３０．５） ９７（３９．０） ６６（２６．５）
献立を決める １６（ ６．４） ５３（２１．２） ７５（３０．０） １０６（４２．４）
下処理（魚，野菜） １５（ ６．０） ４６（１８．４） ６９（２７．６） １２０（４８．０）
料理をする ２０（ ８．０） ５３（２１．１） １０１（４０．２） ７７（３０．７）
盛りつけや配膳 ７６（３０．３） ７１（２８．３） ５８（２３．１） ４６（１８．３）
後かたづけ ５０（１９．９） ６６（２６．３） ７９（３１．５） ５６（２２．３）
表２ 手伝いの実態
（不明は除く）人数（％）
手 伝 い 項 目
食材の 献立を 下処理 料理をする 盛りつけ 後片づけ
（属性） 買い物 決める （魚，野菜） 配膳
性別 N.S N.S N.S N.S N.S N.S
年齢 N.S N.S N.S N.S N.S N.S
居住形態 N.S N.S N.S N.S N.S N.S
通学時間 N.S N.S N.S N.S N.S ＊
居住地域 N.S N.S N.S N.S N.S N.S
家族数 N.S N.S N.S N.S N.S N.S
表３ 属性と手伝いの実態の関連



























項 目 はい いいえ 思う 思わない
食事のあいさつをする １８１（７１．８） ７１（２８．２） ２４７（９８．０） ５（ ２．０）
皆がそろうまで待つ １３７（５４．６） １１４（４５．４） １９６（７８．１） ５５（２１．９）
食事中はひじをつかない ２３９（９４．８） １３（ ５．２） ２４２（９６．８） ８（ ３．２）
出された料理は残さない １６６（６５．９） ８６（３４．１） １７４（６９．３） ７７（３０．７）
食器の並べ方 ８５（３３．７） １６７（６６．３） １４２（５６．８） １０８（４３．２）
正しい箸の持ち方 ２１１（８３．７） ４１（１６．３） ２３７（９４．０） １５（ ６．０）
食事中テレビを見ない １１０（４３．８） １４１（５６．２） １１６（４６．２） １３５（５３．８）
食事中は動き回らない １７５（６９．４） ７７（３０．６） ２３８（９４．４） １４（ ５．６）
よく噛んで食べる １８０（７１．４） ７２（２８．６） ２４１（９５．６） １１（ ４．４）
食べ物を粗末にしない ２１６（８５．７） ３６（１４．３） ２５０（９９．６） １（ ０．４）
姿勢を正して食べる ２０４（８１．０） ４８（１９．０） ２２９（９０．６） ２１（ ８．４）
口に物を入れて話さない １８３（７２．９） ６８（２７．１） ２３６（９３．７） １６（ ６．３）
音をたてて食べない １７２（６８．３） ８０（３１．７） ２２１（８８．０） ３０（１２．０）
表４ 食に関するしつけを受けた経験と重要意識
（不明は除く）人数（％）





























項 目 有意水準 項 目 有意水準
食事のあいさつ ＊ 食事中は動き回らない ＊
皆がそろうまで待つ ＊ よくかむ N.S
肘をつかない ＊ 食べ物を粗末にしない N.S
料理を残さない ＊ 姿勢を正す ＊
食器の並べ方 ＊ 食物を口に入れ話さない ＊
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